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を
ゆ
っ
く
り
と
カ
モ
シ
カ
が
通
っ

て
い
ま
し
た
。
一
瞬
目
を
疑
い
ま

し
た
が
、
間
違
い
な
く
カ
モ
シ
カ

で
し
た
。
住
宅
地
に
現
れ
た
カ
モ

シ
カ
は
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
や
ら

…
。
雄
物
川
の
河
川
敷
も
今
は
整

地
さ
れ
て
、
動
物
の
住
む
場
所
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
と
て

も
不
思
議
で
す(

相
庭
け
い
　
74

歳
・
牛
島)

●
六
月
に
な
る
と
、
ま
た
松
く
い

虫
の
被
害
が
出
て
き
ま
す
。
現
在
、

わ
た
し
は
個
人
的
に
薬
剤
注
入
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
全
市
で
取

り
組
め
ば
、
よ
り
効
果
が
出
る
と

思
わ
れ
ま
す(
熊
谷
金
次
郎
　
69

歳
・
新
屋)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「合併推進」局、問
２が「支援費」制度でした。
全問正解95通(応募総数98通)の中から、岩井一昭

さん(将軍野東一丁目)、佐々木香さん(新屋豊町)、佐
藤知加子さん(将軍野南一丁目)、鈴木幸子さん(新屋
田尻沢西町)、玉尾勇さん(千秋久保田町)、土谷猛さ
ん(飯島田尻堰越)、増田優子さん(土崎港北三丁目)、
松下なつえさん(八橋イサノ二丁目)、三浦義直さん
(保戸野通町)、山本郁子さん(牛島東一丁目)の10人の
かたに図書券をお送りします。

４月25日号の当選者

◆５月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

全国訪問お
はなし隊の
イベントで

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
が
続
き
、
樹
々
の
緑
が
ま

ぶ
し
く
、
外
出
も
心
地
よ
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
取
材
で
訪
れ
た
公
園
で
、
緑
に
囲
ま

れ
て
い
る
だ
け
で
、
日
々
の
忙
し
さ
を
忘
れ
、

気
持
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
る
よ
う
な

感
じ
…
。
こ
れ
が
ま
さ
に
「
い
や
さ
れ
る
」
感

覚
な
の
で
し
ょ
う
か
。

い
や
さ
れ
る
と
言
え
ば
、
今
回
の
表
紙
を

飾
る
新
し
い
「
あ
き
た
観
光
レ
デ
ィ
ー
」
の
み

な
さ
ん
。
五
月
晴
れ
の
空
の
下
、
笑
顔
が
と

て
も
さ
わ
や
か
で
す
。
ふ
き
刈
り
や
竿
燈
ま

つ
り
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
、
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん

に
お
目
に
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
笑
顔
に
、
か
な
り
い
や
さ
れ
ま
す
よ

〜
。
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
見
た

私
が
保
証
し
ま
す
！
　
　
　
　
　
　

(

石
塚)

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

消防と子どもの
集いに来ていた
高嶋祐人くん(５
歳)

消防服を着て、放水の的あ
てゲームをしました。消防服
が、ちょっと重くて動きにく
かったけど、消防の人に手伝
ってもらって上手にできた
よ！　たくさん集まった消防
車の中でも、やっぱり放水車
が一番好き。

消防服、かっこいいでしょ！

ヤートセ秋田祭
実行委員長を務
める小原秀美さ
ん

今年のヤートセ祭りは、６
月28日・29日、旧産業会館跡
地と大町二丁目通りで行いま
す。自分たちが心から楽しめ
るのがヤートセのいいところ。
一緒に踊って盛り上げましょ
う。参加者みんなが主役の祭
り、ぜひ見に来てください！

ヤートセはみんなが主役！

手話で表現するって大変！
小さいときから手話に興味

があって、テレビの手話教室
を見ていました。自分が伝え
たいことを、すぐに手話で表
現するって難しいですね。高
校生の私は、大人のみなさん
と一緒に和気あいあいでがん
ばってます！

手話奉仕員養成
講座に参加した
佐々木朝美さん
(太平)

「よーし、助けるぞ！」
５月５日、消防と子どもの集いで。

絵本って楽しいね！
おはなし隊の紙芝居がとて

も楽しくて、質問に大きな声
で答えたり、手を挙げたり、
夢中になりました。キャラバ
ンカーに積んでいた絵本も、
２人で楽しく読みました。絵
本がとても好きみたい。おう
ちでも読んであげるね。

全国訪問おはな
し隊のイベント
に参加した加藤
恵美子さん、美
乃ちゃん(土崎)

家族みんながバレーボール
をやっているので、ぼくも始
めたくて参加しました。やっ
てみてすごく楽しいです。特
にサーブをするのが大好き。
上手に入るとうれしいです。
スパイクもうまくなりたいな
あ。次の教室が楽しみ！

小学生バレーボ
ール教室に参加
した鈴木拓馬く
ん(日新小４年)

サーブが入るとうれしい！
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読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

みんなで食べる昼食も、また楽しみ

痴呆のかたの共同生活の場“グループホーム”

自自分分ののペペーーススでで営営むむ生生活活をを支支援援

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
わ
た
し
の
生
ま
れ
た
頃
は
、
秋

田
駅
前
に
は
人
力
車
が
並
び
、
客

待
ち
し
て
い
ま
し
た
。
広
小
路
は

舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

夏
の
乾
燥
期
に
は
水
ま
き
自
動
車

が
走
り
、
道
路
に
水
を
ま
い
て
い

ま
し
た
。
路
面
電
車
が
走
り
、
マ

イ
カ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
と

タ
ク
シ
ー
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
駅
前
か
ら
連
隊
は
な
く
な
り
、

中
央
通
り
が
で
き
、
民
衆
駅
と
な

り
、
ウ
ィ
ロ
ー
ド
、
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど

も
通
り
ま
し
た
。
や
が
て
、
秋
田

中
央
道
路
も
完
成
し
、
い
ろ
い
ろ

変
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う(
玉
尾

勇
　
77
歳
・
千
秋)

●
裏
表
紙
の
竿
燈
の
写
真
を
み
て

び
っ
く
り
。
明
治
時
代
か
ら
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。
す
ご
い
歴
史
を
感

じ
ま
し
た(

菊
地
光
子
　
52
歳
・
外

旭
川)

●「
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
ａ
」の
タ
イ

ト
ル
の
下
に
、い
つ
も
「
ヒ
サ
ト
」

さ
ん
の
一
言
が
書
い
て
あ
り
ま
す

が
、
け
っ
こ
う
納
得
さ
せ
ら
れ
る

内
容
が
多
く
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。「
ヒ
サ
ト
」
さ
ん
っ
て

誰
な
ん
で
し
ょ
う
。
気
に
な
る
〜

(

匿
名
希
望
　
26
歳
・
仁
井
田)

●
四
月
の
お
花
見
は
連
日
の
雨
続

き
で
し
た
ね
。
で
も
、
し
っ
か
り

お
弁
当
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
を
持

っ
て
、
か
ぜ
を
ひ
か
ぬ
よ
う
、
冬

物
の
コ
ー
ト
、
ホ
カ
ロ
ン
で
体
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
…
。
屋

台
は
閉
め
て
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
け
ど
、
満
開
の
桜
の
下
で
お
も

い
っ
き
り
酔
っ
て
、
あ
〜
楽
し
か

っ
た
。
千
秋
公
園
最
高
！(

田
中

ひ
と
み
　
42
歳
・
八
橋)

●
新
屋
の
観
桜
会
に
初
め
て
出
か

け
ま
し
た
。
の
ん
び
り
散
歩
が
で

き
、
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
来
年

も
行
こ
〜
っ
と(

斉
藤
ま
き
子

41
歳
・
御
野
場)

●
四
月
最
初
の
選
挙
は
投
票
所
ま

で
の
往
復
と
投
票
時
間
を
合
わ
せ

て
一
時
間
二
十
分
は
か
か
り
、
投

票
所
に
は
休
む
い
す
も
車
い
す
も

な
く
、
途
中
疲
れ
て
休
み
た
く
な

っ
た
の
で
す
が
、
二
回
目
は
介
護

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
し
た
。
家

を
出
て
帰
る
ま
で
二
十
分
で
し

た
。
文
鎮
も
借
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た(

越
後
谷

金
雄
　
71
歳
・
土
崎)

●
今
朝
、
玄
関
の
戸
を
五
時
半
頃

に
開
け
た
と
き
、
家
の
前
の
道
路

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

tel(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

軽度の痴呆状態にある要介護者
を対象に、少人数での共同生活の
場を提供する痴呆性高齢者グルー
プホーム(痴呆対応型共同生活介
護)。現在市内に８か所あり、家庭
的な雰囲気の中、入浴や食事など
日常生活のお世話を行っています。
昨年11月に上北手にオープンし

たグループホーム「ひふみ」の入居
者は９人。１室８畳の個室があり、
食事の時間や外出などは自由です。

ホーム長の加藤蓉子さんは、「痴
呆がこれ以上進行しないようにサ
ポートするのが、私たち職員の役
割です。共同生活では、お互いを
認め合うことがとても大切。入居
者が自宅にいるような感覚で生活
するぐらいの信頼関係を築くのが
ベストです」と話してくれました。
自主性を尊重しながら、個々の

生活のリズムをくずすことなく生
活できる理想的なサービスのかた

ちといえるでしょう。


